
(57)【要約】

【課題】　内視鏡のモニターを見ながらクリップを用い

て結紮・マーキング等の処置を行う際、出血していても

目標とする部位を容易に確認でき、正確且つ確実に処置

が行える生体組織のクリップ装置を提供すること。

【解決手段】長尺の筒状体と、

　前記筒状体の先端側に設けられ、開閉自在なクリップ

を着脱自在に支持するとともに該クリップを閉じる機能

を有する機能部と、

　前記筒状体の基端部に設けられ、前記先端部を作動さ

せる操作を行う操作部とを有するクリップ装置であって

、

　前記筒状体の先端部内側に、複数のリブ状突起を有す

ることを特徴とするクリップ装置である。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 尺 の 筒 状 体 と 、
　 前 記 筒 状 体 の 先 端 側 に 設 け ら れ 、 開 閉 自 在 な ク リ ッ プ を 着 脱 自 在 に 支 持 す る と と も に 該
ク リ ッ プ を 閉 じ る 機 能 を 有 す る 機 能 部 と 、
　 前 記 筒 状 体 の 基 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 先 端 部 を 作 動 さ せ る 操 作 を 行 う 操 作 部 と を 有 す る
ク リ ッ プ 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 筒 状 体 の 先 端 部 内 側 に 、 複 数 の リ ブ 状 突 起 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ク リ ッ プ 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 操 作 部 は 、 液 体 注 入 手 段 を 備 え て い る も の で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 筒 状 体 先 端 部 に は 、 液 体 が 吐 出 す る 間 隙 を 有 す る も の で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 間 隙 は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 ３ に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 液 体 注 入 手 段 を 備 え る 前 記 操 作 部 は 、 液 体 の 逆 流 を 防 止 す る 逆 流 防 止 手 段 を 有 す る
も の で あ る 請 求 項 ２ ま た は ３ の い ず れ か に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 逆 流 防 止 手 段 は 、 Ｏ リ ン グ で 形 成 さ れ て い る も の で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の ク リ ッ プ
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 液 体 注 入 手 段 は 、 前 記 操 作 部 の 先 端 部 近 傍 に 設 置 さ れ た も の で あ る 請 求 項 ２ な い し
６ の い ず れ か に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ク リ ッ プ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 の 鉗 子 口 を 通 し て 患 者 の 体 内 に 挿 入 し て 、 生 体 組 織 の 結 紮 の 処 置 を 行 う 装 置 が 特
許 文 献 １ に 示 さ れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 用 結 紮 装 置 に は 、 内 視 鏡 の 鉗 子 孔 内 に 挿 入 さ れ る 長
細 い 挿 入 部 の 先 端 部 に ク リ ッ プ の 結 紮 ・ 離 脱 の 操 作 が 可 能 な 装 着 部 分 を 備 え た 先 端 作 用 部
が 配 設 さ れ て い る 。 更 に 挿 入 部 の 基 端 部 に は 先 端 作 用 部 の ク リ ッ プ を 結 紮 ・ 離 脱 す る た め
の 操 作 部 が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 装 置 を 用 い て 、 内 視 鏡 の モ ニ タ ー を 見 な が ら ク リ ッ プ を 閉 じ る こ と に よ り 患 部 に お い
て 生 体 組 織 の 結 紮 や マ ー キ ン グ を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 結 紮 ・ マ ー キ ン グ 等 の 処 置 を 行 う 際 に 生 体 組 織 の 患 部 か ら 出 血 し て い る 場 合 に
は 、 血 液 に よ り 目 標 と す る 患 部 を 確 認 し づ ら い 場 合 が あ る 。 こ の 問 題 解 決 を 図 る べ く 注 水
機 構 を 備 え た ク リ ッ プ 装 置 が 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 特
許 文 献 ２ に 示 さ れ た ク リ ッ プ 装 置 は 、 ク リ ッ プ を 安 定 し て 留 め て お く た め の 仮 留 め 固 定 剤
に 触 れ な い よ う に す る た め 送 水 ル ー ト が 限 定 さ れ て お り 、 十 分 な 液 体 が 送 り 込 め ず 洗 浄 が
不 十 分 に な る こ と が あ る 。 ま た 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ た ク リ ッ プ 装 置 に お い て も イ ン ナ ー チ
ュ ー ブ と 操 作 ワ イ ヤ ー と の 間 隙 を 送 液 ル ー ト と し て い る が 、 鉗 子 口 よ り 長 尺 の 筒 状 体 を 挿
入 す る が 、 患 部 の 位 置 に よ っ て は 内 視 鏡 が 屈 曲 し た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 そ の た め 長 尺 の 筒 状 体 も 内 視 鏡 の 屈 曲 と 同 じ 形 状 と な り 、 長 尺 の 筒 状 体 の 内 径 と イ ン ナ
ー チ ュ ー ブ の 外 径 に は 間 隙 が あ る た め 、 患 部 に 液 体 を 吐 出 さ せ る 際 に は こ の 内 視 鏡 の 屈 曲
に よ り 、 長 尺 の 筒 状 体 の 先 端 部 に お い て 、 イ ン ナ ー チ ュ ー ブ が 長 尺 の 筒 状 体 の 径 の 中 心 位
置 か ら ず れ て し ま う 。 そ の 結 果 、 液 体 を 吐 出 さ せ る と 均 一 に 吐 出 で き な く な り 、 患 部 を 十
分 に 洗 浄 で き な く な る こ と が あ っ た 。 ま た 、 送 水 し た 液 体 が 装 置 の 末 端 側 に 逆 流 し 、 術 野
を 汚 す こ と も あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ７ － １ ９ ０ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ６ ０ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 従 来 の 欠 点 に 鑑 み 、 　 経 内 視 鏡 的 に 結 紮 ・ マ ー キ ン グ 等 の 処 置
を 行 う 際 、 出 血 し て い て も 充 分 な 量 の 液 体 を 均 一 で 正 確 に 吐 出 で き 、 逆 流 防 止 機 構 に よ り
術 野 を 汚 す こ と の 無 い 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 目 的 は 、 下 記 （ １ ） ～ （ ７ ） に 記 載 の 本 発 明 に よ り 達 成 さ れ る 。
（ １ ） 長 尺 の 筒 状 体 と 、
　 前 記 筒 状 体 の 先 端 側 に 設 け ら れ 、 開 閉 自 在 な ク リ ッ プ を 着 脱 自 在 に 支 持 す る と と も に 該
ク リ ッ プ を 閉 じ る 機 能 を 有 す る 機 能 部 と 、
　 前 記 筒 状 体 の 基 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 先 端 部 を 作 動 さ せ る 操 作 を 行 う 操 作 部 と を 有 す る
ク リ ッ プ 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 筒 状 体 の 先 端 部 内 側 に 、 複 数 の リ ブ 状 突 起 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ク リ ッ プ 装 置
。
（ ２ ） 前 記 操 作 部 は 、 液 体 注 入 手 段 を 備 え て い る も の で あ る 上 記 （ １ ） に 記 載 の ク リ ッ プ
装 置 。
（ ３ ） 前 記 筒 状 体 先 端 部 に は 、 液 体 が 吐 出 す る 間 隙 を 有 す る も の で あ る 上 記 （ １ ） ま た は
（ ２ ） に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
（ ４ ） 前 記 間 隙 は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ で あ る 上 記 （ ３ ） に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
（ ５ ） 前 記 液 体 注 入 手 段 を 備 え る 前 記 操 作 部 は 、 液 体 の 逆 流 を 防 止 す る 逆 流 防 止 手 段 を 有
す る も の で あ る 上 記 （ ２ ） な い し （ ４ ） の い ず れ か に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
（ ６ ） 前 記 逆 流 防 止 手 段 は 、 Ｏ リ ン グ で 形 成 さ れ て い る も の で あ る 上 記 （ ５ ） に 記 載 の ク
リ ッ プ 装 置 。
（ ７ ） 前 記 液 体 注 入 手 段 は 、 前 記 操 作 部 の 先 端 部 近 傍 に 設 置 さ れ た も の で あ る 上 記 （ ２ ）
な い し （ ６ ） の い ず れ か に 記 載 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の ク リ ッ プ 装 置 は 、 生 体 組 織 の 出 血 部 分 の 血 液 を 充 分 な 量 の 液 体 で 均 一 に 正 確 に
洗 い 流 す こ と に よ り 、 目 的 と す る 患 部 を 明 確 に し て 、 結 紮 や マ ー キ ン グ 等 の 処 置 が 容 易 に
行 え 、 且 つ 術 野 を 液 体 で 汚 す こ と が 無 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 に よ り 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 外 観 図 で 、 図 ２ は 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 長 尺
の 筒 状 体 と イ ン ナ ー チ ュ ー ブ 先 端 部 の 拡 大 図 で あ り 、 図 ３ は 、 液 体 注 入 コ ネ ク タ ー と 逆 流
防 止 手 段 の 拡 大 断 面 図 で あ り 、 図 ４ （ ａ ） は ク リ ッ プ の 閉 じ る 前 の ク リ ッ プ 装 置 先 端 部 の
拡 大 外 観 図 で あ り 、 図 ４ （ ｂ ） は ク リ ッ プ の 閉 じ て い る と き の ク リ ッ プ 装 置 先 端 部 の 拡 大
外 観 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 本 発 明 に よ る ク リ ッ プ 装 置 の 構 造 は 、 図 １ の よ う に 操 作 部 （ ４ ） 、 液 体 注 入 手 段 （ ４ １
） 、 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） 、 機 能 部 （ ２ ） よ り な り 、 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） 、 機 能 部 （ ２ ） の
詳 細 な 構 造 は 、 図 ４ （ a） に 示 す よ う に 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） 、 イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １ ）
、 操 作 ワ イ ヤ ー （ ２ ２ ） 、 爪 （ ２ ３ ） 、 ク リ ッ プ （ ３ ） 、 よ り な る 。
（ ハ ン ド ル ）
　 ク リ ッ プ の 動 き は 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 操 作 部 （ ４ ） を 操 作 す る こ と に よ り 、 長 尺
の 筒 状 体 （ １ ） 内 の イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １ ） を 押 し 出 し て 、 イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １ ）
に 内 挿 さ れ て い る 操 作 ワ イ ヤ ー （ ２ ２ ） 先 端 の 爪 （ ２ ３ ） に ク リ ッ プ （ ３ ） を セ ッ ト す る
。 そ し て ク リ ッ プ （ ３ ） と が セ ッ ト さ れ て い る 爪 （ ２ ３ ） と 共 に イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １
） の 先 端 部 を 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） 内 に 引 き 込 み 、 そ の 状 態 で 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） を 内 視 鏡
の 鉗 子 口 に 挿 入 す る 。 そ れ か ら 内 視 鏡 先 端 部 か ら 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） を 突 出 さ せ 、 そ の 後
イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １ ） と 、 ク リ ッ プ （ ３ ） が セ ッ ト さ れ て い る 爪 （ ２ ３ ） と 共 に イ ン
ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １ ） 先 端 部 を 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） か ら 押 し 出 し 、 イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２
１ ） で ク リ ッ プ （ ３ ） 先 端 側 に 押 込 む こ と で 、 ク リ ッ プ （ ３ ） 先 端 が 閉 じ 、 生 体 組 織 の 結
紮 や マ ー キ ン グ 等 の 処 置 を 行 う （ 図 ４ （ ｂ ） ） 。 ま た 、 患 部 が 血 液 に よ り 確 認 し づ ら い と
き は 、 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） か ら 爪 （ ２ ３ ） に セ ッ ト さ れ た ク リ ッ プ （ ３ ） を 押 出 し た 状 態
で 液 体 を 吐 出 し て 、 患 部 を 確 認 し た 後 に ク リ ッ プ （ ３ ） で 生 体 組 織 の 結 紮 や マ ー キ ン グ 等
の 処 置 を 行 う が 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） 先 端 部 の 内 側 に は ２ つ 以 上 の リ
ブ 状 突 起 （ １ １ ） が 設 け ら れ て い る た め 、 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） を 鉗 子 孔 か ら 挿 入 し 、 長 尺
の 筒 状 体 （ １ ） か ら イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １ ） を 押 出 し た 際 に は 、 常 に イ ン ナ ー チ ュ ー ブ
（ ２ １ ） は 長 尺 の 筒 状 体 の 中 心 に 位 置 す る 。 そ の た め 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 が 屈 曲 し
て い る 場 合 で も 、 患 部 洗 浄 の た め に 液 体 を 吐 出 し た 際 に は 液 体 が 均 一 に 吐 出 す る た め 、 少
量 の 液 体 で も 確 実 に 患 部 を 洗 浄 す る こ と が で で き る 。
（ 液 体 注 入 手 段 ）
　 液 体 注 入 手 段 （ ４ １ ） は 操 作 部 （ ４ ） の 末 端 に 設 け ら れ て お り 、 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） の
内 径 と イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １ ） の 間 隙 に 、 図 示 は し て い な い が 液 体 注 入 コ ネ ク タ ー に 接
続 さ れ た シ リ ン ジ に よ り 液 体 を 注 入 す る こ と が 好 ま し い 。 注 入 さ れ た 液 体 は 間 隙 を 通 り チ
ュ ー ブ 先 端 部 よ り 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 シ リ ン ジ の 容 量 は 、 ５ ～ １ ０ ｍ ｌ が 好 ま し い 。 ５ ｍ ｌ 未 満 で は 、 患 部 の 洗 浄 が 十 分 で は
な く 、 ま た １ ０ ｍ ｌ よ り 大 き け れ ば 、 ピ ス ト ン 部 分 の 断 面 積 が 大 き く な り 、 押 す た め に 力
が 必 要 と な り 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 シ リ ン ジ を 押 す 圧 力 と し て は 、 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 ０ ． ５ Ｍ Ｐ ａ 以 下 が 好 ま
し い 。
（ 逆 流 防 止 手 段 ）
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 液 体 注 入 手 段 （ ４ １ ） と 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） の 間 に 逆 流 防 止 手 段 （
４ ２ ） を 設 置 し て 隙 間 を な く す こ と に よ り 、 ハ ン ド ル 後 端 部 か ら 水 が 逆 流 、 流 出 す る こ と
が 無 く 、 術 野 を 汚 す こ と が 無 い 。
（ 長 尺 の 筒 状 体 お よ び イ ン ナ ー チ ュ ー ブ ）
　 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） 内 の イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １ ） を 押 出 し 、 ク リ ッ プ （ ３ ） の 先 端 側
に 押 込 む こ と で ク リ ッ プ （ ３ ） 先 端 が 閉 じ て 結 紮 す る た め 、 イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １ ） は
、 屈 曲 性 と 剛 性 を 備 え て い る ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ イ ミ ド な ど
の 熱 可 塑 性 樹 脂 を 用 い る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） は 屈 曲 性 に 富 み 、 結
紮 の 際 に は 、 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） 内 を イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １ ） が 前 後 す る た め 摩 擦 の 少
な い フ ッ 素 系 樹 脂 材 料 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 視 鏡 の 鉗 子 口 に お い て 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） を 滑 ら か に 出 し 入 れ す る た め に 、 長 尺 の 筒
状 体 （ １ ） の 内 径 は 、 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 ２ ． ４ ｍ ｍ ～ ２ ． ８ ｍ ｍ に す る こ と が 好 ま
し い 。 ま た 、 イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ １ ） の 外 径 は 内 側 の 長 尺 の 筒 状 体 （ １ ） の 内 径 に 対 し
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て ０ ． ２ mm～ ０ ． ６ ｍ ｍ 小 さ い こ と が 好 ま し い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 は 、 生 体 組 織 の 出 血 部 分 の 血 液 を 均 一 に 洗 い 流 す こ と
に よ り 、 正 確 か つ 容 易 に 傷 口 を ク リ ッ プ （ ３ ） で 結 紮 や マ ー キ ン グ 等 の 処 置 が で き 、 術 野
も 汚 さ ず 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 を 示 し た 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 長 尺 の 筒 状 体 と イ ン ナ ー チ ュ ー ブ 先 端 部 の 拡 大 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 液 体 注 入 コ ネ ク タ ー 及 び 逆 流 防 止 手 段 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 の ク リ ッ プ を 閉 じ る 前 の チ ュ ー ブ 先 端 部 を 示 し た
拡 大 外 　 　 　 　 　 　 観 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 　 　 　 （ ｂ ）  生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 の ク リ ッ プ を 閉 じ て い る と き の チ ュ ー ブ 先 端
部 を 示 し た 拡 大 外 観 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ． 　 　 長 尺 の 筒 状 体
　 １ １ ． 　 リ ブ 状 突 起
　 １ ２ ． 　 間 隙
　 ２ ． 機 能 部
　 ２ １ ． 　 イ ン ナ ー チ ュ ー ブ
　 ２ ２ ． 　 ワ イ ヤ ー
　 ２ ３ ． 　 爪
　 ３ ． ク リ ッ プ
　 ４ ． 操 作 部
　 ４ １ ． 　 液 体 注 入 手 段
　 ４ ２ ． 　 逆 流 防 止 手 段 （ Ｏ リ ン グ ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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